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『
左
氏
会
箋
』
隠
公
に
お
け
る
『
左
伝
纉
考
』
の
受
容

　
　
　
　
　
　

─
稿
本
よ
り
成
本
に
至
る
過
程
─

　

竹
内　

航
治

一　

は
じ
め
に

　

竹
添
進
一
郎
の
『
左
氏
会
箋
』（
以
下
、『
会
箋
』）
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
の
『
左
伝
』
注
釈
の
集
大
成
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
同
書

に
対
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
竹
添
は
膨
大
な
先
行
注
釈
を
引
用
し
な
が
ら
そ
の
出
処
を
ほ
と
ん
ど
記
し
て
お
ら
ず
、
そ
の

こ
と
が
『
会
箋
』
研
究
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
竹
添
が
依
拠
し
た
先
行
注
釈
を
調
査
し
、
そ
の
出
処

を
逐
一
明
ら
か
に
し
た
研
究
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
上
野
賢
知
氏
の
『
左
氏
会
箋
溯
源
』（
以
下
、『
溯
源
』）
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
立
し
た
著
作

で
は
な
く
、
明
治
三
十
六
年
刊
行
明
治
講
学
会
本
『
会
箋
』
に
対
す
る
書
き
込
み
で
あ
る
。
上
野
氏
は
箋
に
括
弧
を
付
し
て
出
処
を
そ
の
都
度
書

き
入
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
た
日
付
に
よ
れ
ば
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
か
け
て
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
公
表
さ
れ
ず
財

団
法
人
無
窮
会
の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
無
窮
会
に
赴
き
『
溯
源
』
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
『
溯
源
』
を
一
読
し
て
た
だ
ち
に
気
付
く
の
が
、
亀
井
昭
陽
の
『
左
伝
纉
考
』（
以
下
、『
纉
考
』）
を
『
会
箋
』
は
最
も
多
く
引
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
竹
添
は
『
会
箋
』
自
序
で
『
左
伝
』
注
釈
を
行
っ
た
「
近
儒
」
の
名
を
列
挙
し
、
亀
井
昭
陽
に
つ
い
て
「
亀
井
氏　

最
も
詳
備
為
り
」



日本漢文学研究９

— 170 —

と
評
し
て
い
る
。『
会
箋
』
研
究
に
当
た
っ
て
、
同
書
が
『
纉
考
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
考
察
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
ろ
う
。

　
『
会
箋
』
が
『
纉
考
』
を
多
く
引
く
こ
と
を
、
公
表
さ
れ
た
論
考
の
中
で
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
岡
村
繁
氏
で
あ
り
、「『
左
伝
纉
考
』
解
説（
１
）」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
會
箋
』
が
「
亀
井
昱
曰
」
と
標
し
て
『
纘
考
』
の
所
説
を
直
接
援
用
す
る
箇
所
は
、
実
に
二
十
二
か
条
に
も
上
る
。
の
み
な
ら
ず
、『
會

箋
』
が
『
纘
考
』
を
長
文
に
わ
た
っ
て
盗
用
し
、
あ
た
か
も
自
説
の
ご
と
く
注
解
し
た
箇
所
に
至
っ
て
は
、
も
は
や
数
う
る
に
暇
が
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
て
、
甚
だ
し
き
は
隠
公
元
年
伝
「
夷
不
告
、
故
不
書
」
の
箋
の
ご
と
く
、
百
余
字
も
の
長
文
に
わ
た
っ
て
『
纘
考
』
を
そ
の
ま
ま

引
き
写
し
た
も
の
さ
え
あ
る
。

　

ま
た
岡
村
氏
は
、「
竹
添
井
井
の
『
左
氏
会
箋
』
が
剽
窃
し
た
一
つ
の
種
本（
２
）」
で
も
、
先
行
注
釈
を
引
用
し
な
が
ら
そ
れ
を
明
示
せ
ず
、
自
説

の
ご
と
く
見
せ
よ
う
と
す
る
竹
添
の
態
度
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
中
心
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
が
亀
井
南
冥
の
『
左
伝
』
注
釈
書
『
左
伝

考
義
』（
以
下
、『
考
義
』）
で
あ
る
。『
考
義
』
の
伝
本
は
数
種
の
写
本
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
岡
村
氏
に
よ
れ
ば
『
纉
考
』
に
見
え
る
『
考
義
』

引
文
と
『
考
義
』
そ
の
も
の
の
写
本
に
は
字
句
の
異
同
が
多
く
、
同
氏
は
そ
の
違
い
を
利
用
す
る
こ
と
で
竹
添
が
『
纉
考
』
か
ら
『
考
義
』
を
孫

引
き
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
岡
村
氏
は
『
考
義
』
の
写
本
を
校
訂
し
活
字
化
し
て
い
る
（
３
）。

　

柳
本
実
氏
は
「「
左
氏
会
箋
」
と
「
左
伝
纉
考
」
に
つ
い
て
（
４
）」

で
、『
会
箋
』
に
対
す
る
岡
村
氏
の
批
判
を
引
き
そ
の
妥
当
性
を
認
め
つ
つ
も
、

竹
添
が
引
用
に
際
し
て
行
っ
た
工
夫
を
指
摘
し
て
い
る
。
柳
本
氏
に
よ
れ
ば
、『
纉
考
』
の
文
は
割
注
が
多
く
、
ま
た
初
稿
脱
稿
後
の
補
訂
の
た

め
に
叙
述
の
順
序
が
混
乱
し
て
い
る
。
竹
添
は
『
纉
考
』
の
文
に
多
少
の
加
除
増
減
を
加
え
つ
つ
も
忠
実
に
、
な
お
か
つ
『
纉
考
』
そ
の
も
の
よ

り
も
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
に
「
纉
考
」
の
文
を
、
己
の
意
を
も
っ
て
融
会
貫
通
さ
せ
た
「
会

箋
」
の
箋
文
に
「
亀
井
昱
曰
」
を
冠
す
べ
き
か
否
か
、
井
井
も
迷
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
結
局
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
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本
稿
は
竹
添
が
引
用
に
際
し
て
取
っ
た
姿
勢
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、『
会
箋
』
が
『
纉
考
』
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
み
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
単
に
『
纉
考
』
と
『
会
箋
』
の
成
本
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
従
来

ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
会
箋
』
の
稿
本
も
参
照
す
る
。
現
存
す
る
『
会
箋
』
稿
本
を
用
い
る
こ
と
で
、『
会
箋
』
稿
本
よ
り
成
本

に
至
る
過
程
に
お
い
て
『
纉
考
』
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
纉
考
』『
会
箋
』
と
も
に
そ
の
分
量
は
膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
全
体
を
対
象
と
し
て
包
括
的
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
隠
公
の
み
を
範
囲
と
す
る
。
そ
し
て
取
り
上
げ
る
注
は
、
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
と
人
物
評
と
に
絞
る
。

　

以
下
、
第
二
章
で
は
『
纉
考
』
に
関
す
る
概
要
を
記
し
、
第
三
章
で
は
『
会
箋
』
の
稿
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
第
四
章
で
『
纉
考
』

と
『
会
箋
』
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二　
『
左
伝
纉
考
』
に
つ
い
て

　

亀
井
昭
陽
（
一
七
七
三
～
一
八
三
六
）
は
福
岡
藩
儒
。
亀
井
南
冥
の
長
子
で
あ
り
、
南
冥
・
昭
陽
と
連
な
る
学
問
は
「
亀
井
学
」
と
称
さ
れ

る
。

　
『
左
伝
纉
考
』
は
、
南
冥
が
残
し
た
『
左
伝
考
義
』
を
継
承
発
展
さ
せ
、
諸
家
の
説
を
博
く
引
き
つ
つ
論
証
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

岡
村
繁
「『
左
伝
纉
考
』
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
昭
陽
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
『
纉
考
』
撰
述
を
開
始
し
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

六
月
二
日
に
は
初
稿
三
十
巻
を
脱
稿
、
翌
日
に
は
『
纉
考
附
録
』
七
篇
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
七
月
に
は
初
稿
の
補
訂
と
書
き
直
し
に
取
り
か
か

り
、
翌
年
二
月
ま
で
に
巻
一
よ
り
巻
五
の
書
き
直
し
を
終
え
た
。
巻
六
よ
り
巻
三
十
に
つ
い
て
は
全
面
的
な
書
き
直
し
は
せ
ず
、
初
稿
の
行
間
や

欄
外
に
補
訂
を
書
き
込
ん
だ
。
そ
の
う
ち
巻
六
よ
り
巻
十
四
ま
で
は
書
き
込
み
だ
け
で
は
追
い
つ
か
ず
、『
纉
考
補
』
一
巻
を
別
冊
と
し
て
作
成

し
た
。
そ
の
後
二
回
目
の
補
訂
を
経
て
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
冬
に
本
書
は
完
成
し
た
。
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『
纉
考
』
に
は
刊
本
が
な
く
、
写
本
の
み
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
に
昭
陽
自
筆
本
が
影
印
さ
れ
て
お
り
、『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第

三
・
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
『
纉
考
』
は
大
正
六
年
本
を
再
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
村
氏
の
解
説
に
は
昭
陽
自
筆
本
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
と

あ
る
が
、
現
在
こ
れ
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
隆
一
「
亀
井
南
冥
昭
陽
著
作
書
誌（
５
）」
お
よ
び
『
慶
應
義

塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
貴
重
書
蒐
選
図
録
解
題（
６
）』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
四
年
に
寄
贈
さ
れ
た
亀
井
家
の
著
述
の
中
に
本
書
が
含
ま
れ
て

い
た
と
い
う
。
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
刊
行
会
が
全
集
の
編
集
を
行
う
際
に
斯
道
文
庫
は
資
料
提
供
の
協
力
を
行
っ
た
と
い
う
が
、
自
筆
本
『
纉

考
』
に
つ
い
て
は
刊
行
会
に
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
全
集
は
大
正
六
年
の
影
印
本
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

自
筆
本
以
外
に
、『
纉
考
』
の
写
本
が
九
州
大
学
・
関
西
大
学
・
無
窮
会
な
ど
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
本
の
数
は
少
な
い
。
竹
添
が
用
い
た

『
纉
考
』
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
問
題
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
便
宜

的
に
自
筆
本
の
影
印
を
参
照
す
る
（
７
）。

三　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
左
氏
会
箋
』
稿
本
四
種

　

現
在
、
静
嘉
堂
文
庫
に
竹
添
自
身
に
よ
る
『
会
箋
』
関
係
の
稿
本
が
四
種
残
さ
れ
て
い
る
。『
静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
続
』
に
見
え
る
以

下
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

・
春
秋
左
伝
補
解
不
分
巻
（
左
氏
会
箋
第
一
稿
本
）
竹
添
光
鴻
撰　

写
（
二
十
五
冊
）

　
　

・
春
秋
左
伝
補
解
八
巻
（
以
下
缺
）（
稿
本
）
竹
添
光
鴻
撰　

写
（
八
冊
）

　
　

・
春
秋
経
伝
集
解
存
巻
一
・
二
（
稿
本
）
竹
添
光
鴻
撰　

写
（
二
冊
）

　
　

・
左
伝
集
説
一
五
巻
（
巻
二
・
五
・
八
・
九
・
一
〇
・
一
三
・
一
五
缺
）（
稿
本
）
竹
添
光
鴻
撰　

写
（
七
冊
）
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こ
れ
ら
の
稿
本
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
静
嘉
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
か
、
明
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
竹
添
は
自
ら
の
蔵
書
を
松
方
正
義

に
売
却
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
松
方
よ
り
静
嘉
堂
文
庫
に
譲
ら
れ
た
。
こ
の
中
に
上
記
の
稿
本
が
含
ま
れ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
静
嘉
堂
文
庫
の
漢
籍
目
録
の
内
、
一
九
三
〇
年
刊
行
の
正
編
に
は
こ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
ず
、
一
九
五
一
年
刊
行
の
続

編
に
初
め
て
見
え
る
。
正
編
編
集
の
段
階
で
こ
れ
ら
の
稿
本
が
未
整
理
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
九
三
〇
年
以
降
に
松
方
と
は
別
ル
ー

ト
を
経
て
収
め
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
残
り
、
判
断
は
保
留
し
て
お
き
た
い
（
８
）。

　

こ
れ
ら
の
稿
本
に
つ
い
て
は
、
上
野
賢
知
氏
が
「
左
氏
会
箋
三
稿（
９
）」
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
以
下
、
上
野
氏
が
述
べ
る
内
容
に
筆
者
自
身
の
調

査
結
果
を
加
え
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

二
十
五
冊
本
春
秋
左
伝
補
解
は
『
左
伝
』
全
体
に
渡
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
本
文
（
本
稿
で
は
経
文
・
伝
文
・
注
を
含
め
て
原
稿
に
初
め
か

ら
記
さ
れ
た
部
分
を
「
本
文
」
と
称
す
）
と
、
行
間
欄
外
に
施
さ
れ
た
訂
正
追
加
と
も
に
竹
添
の
自
筆
で
あ
る
。
先
行
注
釈
に
関
す
る
情
報
は
す

で
に
ほ
と
ん
ど
が
削
ら
れ
、
先
行
注
釈
と
竹
添
自
身
の
説
が
区
別
し
が
た
く
な
っ
て
い
る
。

　

八
冊
本
左
伝
補
解
は
巻
八
（
文
公
十
八
年
）
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
上
野
氏
は
本
文
に
つ
い
て
自
筆
で
は
な
い
と
述
べ
る
が
、
筆
者
は
一
部

に
二
十
五
冊
本
と
同
じ
筆
跡
を
確
認
し
て
い
る
。
竹
添
自
身
を
含
ん
だ
複
数
人
が
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
訂
正
追
加
は
自
筆
。

　

二
冊
本
春
秋
経
伝
集
解
は
巻
一
（
隠
公
）・
巻
二
（
桓
公
）
の
み
残
り
、
本
文
は
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
上
野
氏
は
二
冊
本
冒
頭
の
三
枚
に
つ
い

て
の
み
印
刷
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
も
冒
頭
と
は
体
裁
が
異
な
る
も
の
の
全
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
筆
の
訂
正

追
加
が
い
ま
だ
に
多
く
施
さ
れ
て
い
る
。

　

上
野
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
三
種
は
二
十
五
冊
本
、
八
冊
本
、
二
冊
本
の
順
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
第
一
稿
、
第
二

稿
、
第
三
稿
と
称
す
る
。

　

七
冊
本
左
伝
集
説
は
、
経
文
伝
文
の
語
句
を
標
示
し
て
そ
の
下
に
先
行
注
釈
書
の
説
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
竹
添
の
自
筆
で
あ
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る
。
隠
公
よ
り
始
ま
り
、
定
公
に
至
る
ま
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
所
々
に
欠
巻
が
あ
る
。
上
野
氏
は
「
会
箋
を
作
る
準
備
と
し
て
諸
説
を
書
き
留

め
て
置
い
た
備
忘
録
の
類
で
、
所
謂
「
長
箋
」
に
も
当
た
る
べ
き
者
で
あ
る
が
、
是
は
疎
枝
大
葉
な
も
の
で
、
中
途
で
中
止
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
半
ば
で
中
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
欠
巻
部
分
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
作
成
は
さ
れ
た
が
七
冊
に
綴
じ
ら
れ
る
以
前
に

失
わ
れ
た
の
か
は
不
明
。
第
一
稿
よ
り
も
前
に
作
成
さ
れ
た
準
備
段
階
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
稿
以
降
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
書
名

や
人
名
を
記
し
た
上
で
抜
き
書
き
を
行
っ
て
お
り
、
竹
添
の
初
期
構
想
を
伺
う
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る（
（（
（

。
た
だ
し
、
取
ら
れ
る
注
釈
書
の
数

は
『
会
箋
』
成
本
に
引
か
れ
る
も
の
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
。
目
立
っ
て
多
く
取
ら
れ
る
の
は
『
左
伝
纉
考
』
と
『
左
伝
輯
釈
』
で
あ
る
。

『
纉
考
』
に
関
し
て
は
後
述
す
る
が
、
本
書
に
抜
き
書
き
は
な
い
が
成
本
で
引
用
さ
れ
る
注
も
多
い
。
以
下
、
本
書
を
集
説
と
称
す
る
。

　

以
上
四
種
の
稿
本
に
成
本
『
会
箋
』
を
加
え
る
と
、
隠
公
と
桓
公
の
部
分
の
み
こ
の
五
つ
が
全
て
揃
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
稿
本
と

成
本
全
て
が
利
用
で
き
る
隠
公
を
範
囲
と
し
て
取
り
上
げ
、『
纉
考
』
と
『
会
箋
』
を
比
較
す
る
。

四　
『
左
氏
会
箋
』
隠
公
に
お
け
る
『
左
伝
纉
考
』
受
容

　
「
は
じ
め
に
」
で
取
り
上
げ
た
岡
村
氏
と
柳
本
氏
の
論
考
は
、
竹
添
が
『
纉
考
』
を
引
用
す
る
際
の
形
式
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、『
纉
考
』

の
内
容
そ
の
も
の
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
前
掲
の
岡
村
解
説
と
阿
部
著
作
書
誌
も
概
説
的
な
記
述
が
あ
る
の
み
で
、『
纉
考
』
の
注
に
個
別
に
言

及
す
る
こ
と
は
な
い
。『
纉
考
』
の
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
論
考
は
、
管
見
の
限
り
で
は
坂
本
慎
一
「
福
沢
諭
吉
と
亀
井
学
の
思
想
─
福

沢
に
お
け
る
「
縦
に
慣
れ
た
る
資
力
」
と
は
何
か（
（（
（

─
」
の
み
で
あ
る
。
坂
本
氏
は
亀
井
家
の
左
伝
学
と
福
沢
諭
吉
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
、『
纉

考
』
を
中
心
と
す
る
亀
井
家
左
伝
学
は
「
国
の
独
立
」
を
重
視
す
る
国
際
政
治
学
で
あ
り
、
福
沢
の
思
想
に
は
亀
井
学
か
ら
の
連
続
性
を
確
認
で

き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
坂
本
氏
は
『
会
箋
』
に
つ
い
て
も
わ
ず
か
に
言
及
し
、
亀
井
家
の
政
治
思
想
を
明
治
期
の
外
交
官
た
る
竹
添
も
継
承
し
て
い
た
と
す
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る
。

　
『
纉
考
』
の
中
に
は
様
々
な
性
格
を
持
つ
注
が
含
ま
れ
る
が
、『
左
伝
』
の
文
章
表
現
上
の
工
夫
に
関
す
る
注
や
、
登
場
人
物
に
対
し
て
の
人
物

評
な
ど
が
見
え
る
。
本
章
で
は
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
纉
考
』
の
注
を
取
り
上
げ
、『
会
箋
』
が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
っ

た
か
を
論
じ
る
。

　
　
　
　
　

ⅰ
『
纉
考
』
の
二
つ
の
特
徴

　

隠
公
元
年
に
見
え
る
著
名
な
一
段
、
鄭
の
荘
公
と
共
叔
段
の
兄
弟
争
い
の
場
面
に
お
い
て
、『
纉
考
』
の
注
の
一
側
面
に
つ
い
て
、
そ
の
典
型

例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
場
面
の
現
代
語
訳
を
ま
ず
挙
げ
、
次
に
原
文
と
『
纉
考
』
の
一
部
を
、
句
読
点
を
適
宜
補
い
な
が
ら
引

用
す
る
。
現
代
語
訳
は
主
に
『
会
箋
』
の
解
釈
に
従
っ
た
。
ま
た
『
会
箋
』
と
相
違
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
楊
伯
峻
編
著
『
春
秋
左
伝
注
（
修

訂
本（
（（
（

）』
と
、
小
倉
芳
彦
訳
『
春
秋
左
氏
伝
（
上（
（（
（

）』
を
参
考
と
し
た
。『
纉
考
』
に
は
伝
文
の
語
句
の
み
が
標
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
伝
文
の
引

用
に
も
便
宜
的
に
『
会
箋
』
を
用
い
る
。
引
用
に
際
し
異
体
字
は
改
め
、
表
記
は
常
用
漢
字
と
し
た
。『
纉
考
』
で
太
字
に
し
た
の
は
、『
会
箋
』

成
本
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
の
形
、
も
し
く
は
表
現
を
多
少
変
え
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。（　

）
で
括
っ
た
の
は
、『
纉
考
』
原
本
で
は

割
注
に
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　

そ
の
昔
、
鄭
の
武
公
は
申
よ
り
武
姜
と
い
う
夫
人
を
迎
え
、
荘
公
と
共
叔
段
が
産
ま
れ
た
。
荘
公
は
逆
子
で
産
ま
れ
て
姜
氏
（
武
姜
）
を
驚
か

せ
た
た
め
、
寤
生
と
名
付
け
ら
れ
、
や
が
て
憎
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
武
姜
は
共
叔
段
の
方
を
か
わ
い
が
り
、
太
子
に
立
て
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
た
び
た
び
武
公
に
願
っ
た
が
、
公
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
荘
公
が
即
位
し
た
と
き
、
武
姜
は
段
を
制
（
邑
の
名
）
に
封
じ
て
ほ
し
い
と
請

う
た
。
荘
公
は
「
制
は
険
阻
な
邑
で
、
虢
叔
が
こ
こ
で
死
ん
で
い
ま
す
。
他
の
邑
な
ら
ば
仰
せ
の
通
り
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
京
を
請
う
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た
の
で
、
そ
こ
に
お
ら
せ
た
。
段
は
京
城
大
叔
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

祭
仲
（
鄭
の
大
夫
）
は
言
っ
た
。

　
「
大
邑
の
城
壁
が
百
雉
を
越
え
る
の
は
、
国
都
に
と
っ
て
は
害
と
な
り
ま
す
。
先
王
の
掟
で
は
、
大
邑
で
も
国
都
の
三
分
の
一
を
越
え
ず
、
中

は
五
分
の
一
、
小
は
九
分
の
一
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
京
は
広
く
な
り
す
ぎ
て
決
ま
り
に
則
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
わ
が
君
は
じ

き
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
」。

公
　
「
姜
氏
が
お
望
み
な
の
だ
。
害
と
な
る
こ
と
で
も
避
け
ら
れ
ぬ
」。

答
え
て
言
う
。

　
「
姜
氏
は
満
足
と
い
う
も
の
を
ご
存
じ
な
い
。
は
や
く
手
を
打
っ
た
方
が
よ
ろ
し
い
。
は
び
こ
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
ぞ
。
は
び
こ
っ
て
し
ま

え
ば
手
の
打
ち
よ
う
が
な
く
な
り
ま
す
。
は
び
こ
っ
た
草
で
さ
え
除
く
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
し
て
や
栄
え
あ
る
弟
御
で
す
ぞ
」。

公
　
「
不
義
の
こ
と
ば
か
り
行
っ
て
い
れ
ば
必
ず
自
滅
す
る
。
ま
あ
し
ば
ら
く
待
っ
て
お
れ
」。

や
が
て
、
大
叔
（
段
）
は
西
郊
と
北
郊
の
邑
を
公
よ
り
離
反
さ
せ
自
分
に
従
わ
せ
た
。

公
子
呂
は
言
っ
た
。

　
「
二
心
を
持
つ
者
が
多
く
て
は
国
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
わ
が
君
は
ど
う
な
さ
る
お
つ
も
り
で
す
か
。
大
叔
に
国
を
与
え
る
お
つ
も
り
な
ら
、

私
は
あ
ち
ら
に
仕
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
お
与
え
に
な
ら
な
い
の
な
ら
、
あ
れ
を
除
か
れ
ま
せ
。
民
に
二
心
を
抱
か
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。

公
　
「
無
用
だ
。
あ
れ
は
自
分
で
禍
を
招
く
」。

　

大
叔
は
さ
ら
に
西
郊
と
北
郊
の
邑
を
完
全
に
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
廩
延
に
ま
で
到
っ
た
。
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子
封
（
公
子
呂
）

　
「
も
う
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
向
こ
う
は
味
方
を
多
く
得
よ
う
と
し
て
い
ま
す
ぞ
」。

公
　
「
不
義
を
行
え
ば
人
は
な
つ
か
な
い
。
多
く
て
も
じ
き
に
崩
れ
る
」。

　

大
叔
は
城
を
固
め
兵
糧
を
集
め
、
武
器
を
補
修
し
、
兵
卒
兵
車
を
率
い
て
鄭
の
国
都
を
襲
お
う
と
し
た
。
夫
人
（
姜
氏
）
が
手
引
き
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
公
は
決
行
の
日
取
り
を
聞
き
つ
け
、「
も
う
よ
い
ぞ
」
と
言
い
、
子
封
に
命
じ
車
二
百
乗
を
率
い
て
京
を
伐
た
せ
た
。
京
は
大
叔
段

に
背
き
、
段
は
鄢
に
入
っ
た
。
公
は
彼
を
鄢
で
伐
っ
た
。
五
月
辛
丑
、
大
叔
は
共
に
出
奔
し
た
。

　
（
経
文
に
は
）「
鄭
伯
、
段
に
鄢
に
克
つ
」
と
あ
る
。
段
は
弟
と
し
て
の
あ
り
方
を
踏
み
誤
っ
た
の
で
、「
弟
」
と
は
記
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
二

人
の
君
主
が
い
る
よ
う
な
争
い
な
の
で
、「
克
つ
」
と
記
し
た
の
だ
。「
鄭
伯
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
教
え
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
を
批
判
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、「
鄭
志
」
と
い
う
。「
出
奔
」
と
記
さ
な
い
の
は
、
そ
う
書
く
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

荘
公
は
そ
の
後
姜
氏
を
城
潁
に
置
き
、「
黄
泉
の
国
に
行
く
ま
で
会
う
こ
と
は
し
な
い
」
と
誓
っ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
を
悔
い
た
。
潁
谷
の
封

人
で
あ
る
潁
考
叔
は
そ
れ
を
耳
に
し
、
公
に
貢
ぎ
物
を
捧
げ
た
。
公
が
彼
に
食
事
を
与
え
る
と
、
食
べ
な
が
ら
肉
を
取
り
分
け
る
。
公
が
そ
の
訳

を
尋
ね
る
と
、「
私
に
は
母
が
お
り
ま
す
が
、
い
つ
も
私
が
し
つ
ら
え
る
食
事
ば
か
り
食
べ
、
わ
が
君
の
羹
な
ど
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
持
ち
帰
っ
て
や
り
た
い
の
で
す
」
と
答
え
る
。

公
　
「
お
前
に
は
持
ち
帰
っ
て
や
る
よ
う
な
母
が
い
る
。
あ
あ
、
私
に
は
い
な
い
の
だ
」。

潁
考
叔

　
「
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」。

公
は
彼
に
理
由
を
語
り
、
悔
い
て
い
る
こ
と
も
話
し
た
。
潁
考
叔
は
答
え
る
。
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「
わ
が
君
に
は
ご
心
配
な
さ
い
ま
す
な
。
泉
が
出
る
ま
で
穴
を
掘
り
隧
道
を
作
っ
て
お
会
い
す
れ
ば
、
話
が
違
う
な
ど
と
誰
も
言
わ
ぬ
で
し
ょ

う
」。

公
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
公
は
隧
道
に
入
り
詩
を
賦
し
た
。「
大
隧
の
中
、
そ
の
楽
し
さ
は
な
ご
や
か
に
」。
姜
氏
は
隧
道
を
出
て
か
ら
詩
を
賦
し

た
。「
大
隧
の
外
、
そ
の
楽
し
さ
は
の
び
や
か
に
」。
こ
う
し
て
元
通
り
の
母
子
と
な
っ
た
。

　

君
子
は
い
う
。「
潁
考
叔
は
篤
孝
の
人
物
だ
。
自
分
の
母
を
愛
し
、
そ
れ
を
荘
公
に
及
ぼ
し
た
。
詩
に
『
孝
子
匱
し
か
ら
ず
、
永
く
爾
が
類
を

錫
う
』
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」。

　

初
、
鄭
武
公
娶
于
申
、
曰
武
姜
。
生
荘
公
及
共
叔
段
。
荘
公
寤
生
、
驚
姜
氏
。
故
名
曰
寤
生
、
遂
悪
之
（
一
）。
愛
共
叔
段
、
欲
立
之
。
亟
請

於
武
公
、
公
弗
許
。
及
荘
公
即
位
、
為
之
請
制
（
二
）。
公
曰
「
制
、
巖
邑
也
、
虢
叔
死
焉
（
三
）。
他
邑
唯
命
」。
請
京
、
使
居
之
。
謂
之
京
城

大
叔
。
祭
仲
曰
「
都
城
過
百
雉
、
国
之
害
也
。
先
王
之
制
、
大
都
不
過
参
国
之
一
、
中
五
之
一
、
小
九
之
一
。
今
京
不
度
、
非
制
也
。
君
将
不

堪
」。
公
曰
「
姜
氏
欲
之
、
焉
辟
害
（
四
）」。
對
曰
「
姜
氏
何
厭
之
有
。
不
如
早
為
之
所
、
無
使
滋
蔓
。
蔓
、
難
図
也
。
蔓
草
猶
不
可
除
、
況
君

之
寵
弟
乎
（
五
）」。
公
曰
「
多
行
不
義
、
必
自
斃
。
子
姑
待
之
（
六
）」。
既
而
大
叔
命
西
鄙
北
鄙
貳
於
己
。
公
子
呂
曰
「
国
不
堪
貳
（
七
）、
君

将
若
之
何
。
欲
与
大
叔
、
臣
請
事
之
。
若
弗
与
、
則
請
除
之
（
八
）。
無
生
民
心
」。
公
曰
「
無
庸
。
将
自
及
」。
大
叔
又
収
貳
以
為
己
邑
、
至
于

廩
延
。
子
封
曰
「
可
矣
。
厚
将
得
衆
」。
公
曰
「
不
義
、
不
昵
（
九
）。
厚
将
崩
」。
大
叔
完
聚
、
繕
甲
兵
、
具
卒
乗
。
将
襲
鄭
、
夫
人
将
啓
之
。

公
聞
其
期
、
曰
「
可
矣
」。
命
子
封
帥
車
二
百
乗
以
伐
京
。
京
叛
大
叔
段
。
段
入
于
鄢
。
公
伐
諸
鄢
。
五
月
辛
丑
、
大
叔
出
奔
共
。

　

書
曰
「
鄭
伯
克
段
于
鄢
」、
段
不
弟
、
故
不
言
弟
。
如
二
君
、
故
曰
克
。
称
鄭
伯
、
失
教
也
。
謂
之
鄭
志
。
不
言
出
奔
、
難
之
也
。

　

遂
寘
姜
氏
于
城
潁
、
而
誓
之
曰
「
不
及
黄
泉
、
無
相
見
也
」。
既
而
悔
之
。
潁
考
叔
為
潁
谷
封
人
。
聞
之
、
有
献
於
公
。
公
賜
之
食
。
食
舍

肉
。
公
問
之
。
對
曰
「
小
人
有
母
、
皆
嘗
小
人
之
食
矣
。
未
嘗
君
之
羹
、
請
以
遺
之
」。
公
曰
「
爾
有
母
遺
。
繄
我
独
無
」。
潁
考
叔
曰
「
敢
問
何

謂
也
」。
公
語
之
故
、
且
告
之
悔
。
對
曰
「
君
何
患
焉
。
若
闕
地
及
泉
（
十
）、
隧
而
相
見
、
其
誰
曰
不
然
」。
公
従
之
。
公
入
而
賦
「
大
隧
之
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中
、
其
楽
也
融
融
」。
姜
出
而
賦
「
大
隧
之
外
、
其
楽
也
泄
泄
」。
遂
為
母
子
如
初
。
君
子
曰
「
潁
考
叔
、
純
孝
也
。
愛
其
母
、
施
及
荘
公
。
詩
曰

『
孝
子
不
匱
、
永
錫
爾
類
』、
其
是
之
謂
乎
」。

（
一
）
応
「
驚
」
字
也
。
言
及
成
長
、
遂
悪
之
（
世
家
生
之
、
難
及
生
、
夫
人
弗
愛
）。

（
二
）
姜
氏
似
既
有
志
。

（
三
）
荘
公
亦
有
心
。
佯
為
愛
弟
者
而
拒
之
。

（
四
）
荘
公
心
計
既
決
。
何
等
模
写
。「
害
」
字
受
「
国
之
害
」
也
。

（
五
）�

公
不
友
而
有
害
心
。
故
激
之
。

（
六
）
公
之
心
始
形
於
言
。
亦
激
也
。

（
七
）
応
「
君
将
不
堪
」。
考
義
当
矣
（
云
貳
者
益
多
、
国
非
其
国
。
故
曰
「
不
堪
貳
」。
疏
云
「
両
属
則
賦
役
倍
、
故
国
人
不
堪
」、
似
是
而
非
）。

（
八
）
応
「
蔓
草
猶
不
可
除
」
之
「
除
」。

（
九
）「
義
」
下
挿
「
則
」
字
看
。
考
義
確
矣
（
云
不
義
者
必
失
衆
心
也
。
応
上
「
多
行
不
義
」。
杜
誤
）。

（
十
）「
及
」
字
与
前
「
及
」
字
影
応
。
用
字
妙
矣
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
例
よ
り
『
纉
考
』
の
特
徴
を
二
つ
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
文
章
に
お
け
る
表
現
の
対
応
関
係
に
注
意
を
向
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
伝
文
「
遂
悪
之
」
に
つ
い
て
（
一
）「
応
「
驚
」
字
也
」
と
注
し
、
そ
れ
よ
り
前
の
「
驚
姜
氏
」
に
対
応
し
た
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
公
子
呂
の
発
言
「
請
除
之
」
に
つ
い
て
（
八
）「
応
「
蔓
草
猶
不
可
除
」
之
「
除
」」
と
注
し
、
祭
仲
の
発

言
「
蔓
草
猶
不
可
除
」
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。（
四
）「「
害
」
字
受
「
国
之
害
」
也
」、（
七
）「
応
「
君
将
不
堪
」」、（
九
）「
応
上
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「
多
行
不
義
」」、（
十
）「「
及
」
字
与
前
「
及
」
字
影
応
」
も
同
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
が
『
会
箋
』
稿
本
よ
り
成
本
に
至
る
ま
で
の
ど
の
段
階
で
取
ら
れ
た
か
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
記
す
。
注
文
の
下

に
記
し
た
「
集
・
一
・
二
・
三
・
成
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
集
説
・
第
一
稿
・
第
二
稿
・
第
三
稿
・
成
本
が
そ
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

　
（
一
）
応
「
驚
」
字
也
。
言
及
成
長
、
遂
悪
之
。（
集
・
一
・
二
・
三
・
成
）

　
（
四
）「
害
」
字
受
「
国
之
害
」
也
。（
三
・
成
）

　
（
七
）
貳
者
益
多
、
国
非
其
国
。
故
曰
「
不
堪
貳
」。（
集
・
一
・
二
・
三
・
成
）

　
（
八
）
応
「
蔓
草
猶
不
可
除
」
之
「
除
」。（
二
・
三
・
成
）

　
（
九
）「
義
」
下
挿
「
則
」
字
看
。
応
上
「
多
行
不
義
」。（
集
・
一
・
二
・
三
・
成
）

　
（
十
）「
及
」
字
与
前
「
及
」
字
影
応
。（
三
・
成
）

　
（
一
）（
九
）
は
集
説
よ
り
一
貫
し
て
取
ら
れ
て
い
る
。（
八
）
は
第
二
稿
以
降
取
ら
れ
る
。（
四
）「「
害
」
字
受
「
国
之
害
」
也
」
と
（
十
）
は

第
三
稿
以
降
取
ら
れ
る
。（
七
）「
応
「
君
将
不
堪
」」
は
成
本
に
至
る
ま
で
取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
第
三
稿
ま
で
に
取
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
の
場
面
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
隠
公
に
つ
い
て
い
え
ば
、
文
章
に
お
け
る
表
現
の
対
応
に
注
意
を
向

け
る
『
纉
考
』
の
注
は
『
会
箋
』
第
三
稿
ま
で
に
そ
の
多
く
が
取
り
込
ま
れ
、『
会
箋
』
そ
の
も
の
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
纉
考
』
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
登
場
人
物
が
な
ぜ
そ
の
行
為
を
し
た
の
か
、
心
理
に
立
ち
入
る
注
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
姜
氏

が
共
叔
段
の
た
め
に
制
を
ね
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
（
二
）「
姜
氏
似
既
有
志
（
姜
氏
に
は
す
で
に
企
み
が
あ
っ
た
よ
う
だ
）」
と
注
し
、
反
乱
計

画
に
繋
が
る
企
み
を
す
で
に
姜
氏
が
懐
い
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
に
対
す
る
荘
公
の
返
答
に
つ
い
て
も
、（
三
）「
荘
公
亦
有
心
。
佯
為
愛
弟
者
而

拒
之
（
荘
公
に
も
心
づ
も
り
が
あ
り
、
弟
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
拒
ん
だ
ふ
り
を
し
た
の
だ
）」
と
注
し
、
姜
氏
と
荘
公
の
や
り
取
り
を
心
理
的
な
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駆
け
引
き
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
。（
四
）「
荘
公
心
計
既
決
。
何
等
模
写
」、（
五
）「
公
不
友
而
有
害
心
。
故
激
之
」
も
、
荘
公
の
所

作
の
裏
に
は
弟
へ
の
警
戒
心
が
あ
っ
た
と
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
荘
公
の
言
葉
「
子
姑
待
之
（
し
ば
ら
く
待
っ
て
お
れ
）」
に
対
し
て

（
六
）「
公
之
心
始
形
於
言
（
荘
公
の
本
心
が
初
め
て
言
葉
に
表
れ
た
）」
と
注
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
が
『
会
箋
』
の
ど
の
段
階
で
取

ら
れ
た
か
同
じ
く
示
す
。

　
（
二
）
姜
氏
似
既
有
志
。（
三
・
成
）

　
（
三
）
荘
公
亦
有
心
。
佯
為
愛
弟
者
而
拒
之
。（
三
・
成
）

　

こ
れ
ら
の
注
は
集
説
・
第
一
稿
で
は
全
く
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
稿
に
至
っ
て
（
二
）（
三
）
の
み
が
取
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
も
他
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
物
の
心
理
に
立
ち
入
る
『
纉
考
』
の
注
は
、『
会
箋
』
の
稿
が
進
ん
だ
段
階
で
、
そ
の
一
部
の
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
膨
大
な
分
量
を
誇
る
『
纉
考
』
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
注
は
非
常
に
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で
、
一
部
と
は
い
え
そ
れ
を
取

り
込
む
こ
と
で
『
纉
考
』
の
こ
の
特
徴
は
『
会
箋
』
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ⅱ
鄭
の
荘
公
に
対
す
る
人
物
評

　

本
節
で
は
、
鄭
の
荘
公
に
対
す
る
『
纉
考
』
と
『
会
箋
』
の
人
物
評
を
比
較
す
る
。
前
節
で
も
取
り
上
げ
た
鄭
の
荘
公
は
、『
左
伝
』
隠
公
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
隠
公
十
一
年
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
。
鄭
は
斉
・
魯
と
連
合
し
て
許
を
伐
ち
、
荘
公
が
戦
後
処
理
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
際
の
荘
公
の
発
言
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
と
原
文
を
掲
げ
る
。
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鄭
伯
（
荘
公
）
は
許
の
大
夫
百
里
に
命
じ
、
許
叔
（
許
の
荘
公
の
弟
）
を
奉
じ
て
許
の
東
方
に
お
ら
せ
る
こ
と
と
し
、
こ
う
言
っ
た
。「
天
は

許
国
に
禍
を
降
し
、
許
の
祖
霊
も
許
君
を
快
く
思
わ
れ
ず
、
私
の
手
を
借
り
て
討
伐
さ
せ
た
の
だ
。
私
は
一
人
二
人
の
同
族
に
さ
え
平
穏
な
暮
ら

し
を
さ
せ
ら
れ
ぬ
身
、
許
を
わ
が
も
の
と
し
て
手
柄
を
誇
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
私
に
は
弟
が
い
る
が
、
そ
れ
と
仲
良
く
で
き
ず
に
他
国
で

辛
い
暮
ら
し
を
さ
せ
て
い
る
。
ま
し
て
や
許
を
保
ち
続
け
ら
れ
よ
う
か
。
あ
な
た
は
許
叔
を
奉
じ
、
民
を
慰
撫
な
さ
れ
よ
。
私
は
公
孫
獲
（
鄭
の

大
夫
）
に
あ
な
た
を
輔
佐
さ
せ
よ
う
。
私
が
寿
命
を
迎
え
た
後
、
天
が
許
に
礼
を
加
え
か
つ
て
禍
を
降
し
た
こ
と
を
悔
や
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
東
方
を
治
め
る
だ
け
で
は
な
く
な
ろ
う
。
そ
の
時
こ
そ
、
許
公
は
再
び
社
稷
を
奉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
今
後
は
わ
が
鄭
国
か
ら
の
表
敬

訪
問
に
対
し
て
は
、
昔
か
ら
の
姻
戚
の
よ
う
に
、
我
を
曲
げ
て
従
っ
て
も
ら
い
た
い
。
他
の
族
員
を
次
々
に
集
め
て
こ
こ
に
お
ら
せ
、
わ
が
鄭
国

と
こ
の
地
を
争
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
が
子
孫
は
自
分
た
ち
の
興
亡
を
憂
え
る
だ
け
で
手
一
杯
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
許
の

祀
り
ま
で
は
行
え
ま
い
。
私
が
あ
な
た
を
こ
の
地
に
お
ら
せ
る
の
は
許
国
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
辺
境
を
も
固
め
た
い

か
ら
な
の
だ
」。

　

鄭
伯
使
許
大
夫
百
里
奉
許
叔
以
居
許
東
偏
、
曰
「
天
禍
許
国
、
鬼
神
実
不
逞
于
許
君
。
而
仮
手
于
我
寡
人
。
寡
人
唯
是
一
二
父
兄
不
能
供
億
。

其
敢
以
許
自
為
功
乎
。
寡
人
有
弟
、
不
能
和
協
而
使
餬
其
口
於
四
方
。
其
況
能
敢
久
有
許
乎
。
吾
子
其
奉
許
叔
、
以
撫
柔
此
民
也
。
吾
将
使
獲
也

佐
吾
子
。
若
寡
人
得
没
于
地
、
天
其
以
礼
悔
禍
于
許
、
無
寧
茲
。
許
公
復
奉
其
社
稷
。
唯
我
鄭
国
之
有
請
謁
焉
、
如
旧
婚
媾
、
其
能
降
以
相
従

也
。
無
滋
他
族
、
実
逼
処
此
、
以
与
我
鄭
国
争
此
土
也
。
吾
子
孫
其
覆
亡
之
不
暇
。
而
況
能
禋
祀
許
乎
。
寡
人
之
使
吾
子
処
此
、
不
唯
許
国
之

為
、
亦
聊
以
固
吾
圉
也
」。
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こ
こ
に
引
い
た
荘
公
の
言
葉
の
最
後
「
亦
聊
以
固
吾
圉
也
」
に
『
纉
考
』
が
付
け
る
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

考
義
有
論
（
云
鄭
荘
其
強
悍
人
乎
。
権
謀
多
智
、
亦
春
秋
英
主
也
。
其
命
百
里
、
嘉
而
親
之
、
則
如
父
子
、
逼
而
脅
之
、
則
如
仇
讐
、
使
百

里
不
得
不
畏
而
服
。
以
鄭
小
国
、
終
其
身
不
受
屈
於
大
国
、
信
有
以
哉
）。

こ
こ
で
は
『
考
義
』
を
引
き
、
荘
公
の
こ
と
を
「
強
悍
人
」「
権
謀
多
智
」
そ
し
て
「
春
秋
英
主
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
評
は
前
述
の
岡
村
校

訂
本
『
考
義
』
に
も
そ
の
ま
ま
見
え
る
。
荘
公
に
対
す
る
「
英
主
」
評
は
、
隠
公
九
年
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
文
「
宋
公
不
王
。
鄭
伯
為

王
左
卿
士
、
以
王
命
討
之
伐
宋
」
に
対
し
、『
纉
考
』
は
「
荘
公
英
主
。
挾
天
子
以
振
威
於
中
国
。
隠
桓
間
諸
侯
之
雋
、
楚
有
武
王
、
鄭
有
荘

公
、
次
之
者
魯
隠
斉
僖
而
已
」
と
注
す
。
こ
れ
は
岡
村
校
訂
本
『
考
義
』
に
は
な
く
、
昭
陽
本
人
の
注
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
陽
は
南
冥
の
「
英

主
」
評
を
引
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
も
同
様
の
評
を
追
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

何
新
文
氏
は
鄭
の
荘
公
に
対
す
る
歴
代
の
評
に
つ
い
て
論
じ
、
荘
公
を
「
偽
善
陰
険
」
と
見
な
す
否
定
的
な
評
が
多
く
、
そ
の
傾
向
は
現
代
の

研
究
者
ま
で
続
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。
何
氏
に
よ
れ
ば
荘
公
に
対
す
る
弁
護
論
も
存
在
す
る
の
だ
が
、
亀
井
父
子
の
よ
う
に
「
英
主
」
と
言

い
切
っ
て
ま
で
荘
公
を
積
極
的
に
評
価
す
る
の
は
稀
有
な
例
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
英
主
」
評
が
亀
井
父
子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
基
づ
く
評
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
を
期
す
。

　
『
会
箋
』
は
こ
の
二
つ
の
場
面
に
お
け
る
『
纉
考
』
の
注
を
、
奇
妙
な
操
作
を
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
る
。『
会
箋
』
成
本
で
は
、
十
一
年
の
注

は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
鄭
荘
命
百
里
、
嘉
而
親
之
、
則
如
父
子
、
偪
而
脅
之
、
則
如
仇
讐
、
使
百
里
不
得
不
畏
而
服
。
真
姦
雄
哉
」（
傍

線
引
用
者
）。『
会
箋
』
は
『
纉
考
』（
所
引
『
考
義
』）
を
引
き
な
が
ら
、
荘
公
に
対
す
る
人
物
評
「
英
主
」
を
「
姦
雄
」
に
書
き
改
め
て
い
る
の

で
あ
る
。『
纉
考
』
の
こ
の
注
は
第
三
稿
の
追
加
部
分
に
初
め
て
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
す
で
に
「
姦
雄
」
に
直
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

「
姦
雄
」
と
い
う
評
自
体
は
第
一
稿
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
第
一
稿
で
は
「
亦
聊
以
固
吾
圉
也
」
に
は
人
物
評
が
記
さ
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り
先
に
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引
用
し
た
伝
文
に
続
く
荘
公
の
言
葉
「
我
死
乃
亟
去
之
」
に
「
鄭
荘
之
不
有
許
、
不
是
量
大
、
不
是
膽
怯
、
直
是
時
勢
明
。
見
識
老
、
真
姦
雄

也
」
と
注
し
て
い
る
。
第
二
稿
で
は
こ
れ
と
同
文
を
記
し
な
が
ら
、
追
加
訂
正
の
際
に
そ
れ
を
抹
消
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
稿
の
追
加
部
分
に

至
っ
て
人
物
評
の
位
置
を
「
亦
聊
以
固
吾
圉
也
」
の
下
に
移
し
、『
纉
考
』
を
引
き
な
が
ら
「
姦
雄
」
へ
の
書
き
換
え
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
九
年
の
場
合
、
第
一
稿
に
人
物
評
は
な
く
第
二
稿
の
追
加
部
分
以
降
次
の
よ
う
に
『
纉
考
』
が
用
い
ら
れ
る
が
、
や
は
り
「
英
主
」
を

改
め
て
「
奸
雄
」
と
し
て
い
る
。

第
二
稿
追
加
部
分
「
荘
公
奸
雄
。
挾
天
子
以
振
威
於
中
国
。
隠
桓
間
諸
侯
之
雋
、
楚
有
武
王
、
鄭
有
荘
公
、
次
之
者
斉
僖
而
已
」（「
荘
公

英
」
と
書
き
か
け
、「
英
」
を
塗
り
つ
ぶ
し
「
奸
」
に
直
し
て
あ
る
）

第
三
稿
・
成
本
「
荘
公
奸
雄
。
挾
天
子
以
振
威
於
中
国
」

　

こ
の
二
例
に
お
け
る
書
き
換
え
の
背
景
に
は
荘
公
に
対
す
る
歴
代
の
否
定
的
な
評
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
竹
添
は
実
際
に
集
説

の
段
階
で
荘
公
を
「
奸
」
と
す
る
評
を
拾
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
十
一
年
「
亦
聊
以
固
吾
圉
也
」
に
対
し
て
『
左
伝
経
世
鈔
』
に
引

く
丘
維
屏
は
「
奸
人
家
数
（
奸
人
の
や
り
口
）」
と
評
し
、
竹
添
は
集
説
で
そ
れ
を
抜
き
書
き
し
て
い
る
。
し
か
し
第
一
稿
以
降
こ
れ
は
記
さ
れ

な
い
。
ま
た
、
前
節
で
挙
げ
た
荘
公
と
共
叔
段
の
争
い
に
関
し
て
、
伝
文
「
公
曰
無
庸
」
に
『
左
伝
経
世
鈔
』
は
「
写
出
狠
毒
之
心
、
老
謀
奸
深

如
見
」
と
記
す
。
こ
れ
も
集
説
に
は
抜
き
書
き
が
あ
る
も
の
の
、
第
一
稿
以
降
取
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
に
引
用
し
た
許
叔
に
対
す
る
発
言

「
寡
人
有
弟
」
に
、『
左
伝
経
世
鈔
』
に
引
く
丘
維
屏
は
「
便
是
老
奸
、
曹
瞞
語
有
如
此
」
と
記
し
、
荘
公
の
言
葉
を
乱
世
の
姦
雄
・
曹
操
に
な
ぞ

ら
え
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
集
説
に
あ
る
も
の
の
第
一
稿
以
降
に
は
な
い
。
こ
の
他
、
荘
公
に
対
す
る
「
姦
（
奸
）」
と
い
う
評
は
、
近
藤
元

粋
『
増
註
春
秋
左
氏
伝
校
本
』
に
引
く
呉
秉
権
や
奥
田
元
継
『
春
秋
左
氏
伝
評
林
』
に
引
く
李
笠
翁
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
竹
添
が
依
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拠
し
た
先
行
注
釈
書
の
中
に
は
こ
の
二
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
呉
秉
権
・
李
笠
翁
は
『
会
箋
』
成
本
稿
本
と
も
に
引
か
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
竹
添
が
そ
れ
ら
も
見
て
い
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
会
箋
』
の
稿
が
進
む
中
で
竹
添
が
『
纉
考
』
の
「
挾
天
子
以
振
威
於
中
國
」「
其
命
百
里
、
嘉
而
親
之
、
則
如
父
子
、
逼
而
脅
之
、
則
如
仇

讐
、
使
百
里
不
得
不
畏
而
服
」
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
荘
公
の
行
為
に
対
す
る
総
括
と
し
て
は
要
を
得
て
い
る
と
認
め
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
荘
公
に
対
す
る
人
物
評
に
関
し
て
は
、
否
定
的
評
価
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
そ
れ
に
賛
同
す
る
竹
添
に
は
、「
英
主
」
と

い
う
斬
新
な
評
価
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
折
衷
案
と
し
て
、『
纉
考
』
の
「
英
主
」
を
「
奸
雄
」「
姦

雄
」
に
書
き
換
え
、
九
年
に
つ
い
て
は
「
隠
桓
間
諸
侯
之
雋
、
楚
有
武
王
、
鄭
有
荘
公
、
次
之
者
魯
隠
斉
僖
而
已
」
と
い
う
部
分
も
途
中
で
抹
消

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
稿
本
で
「
英
主
」
と
書
き
か
け
た
も
の
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
「
奸
雄
」
に
直
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
見
て
も
、
こ
れ

が
周
到
な
用
意
の
下
で
行
わ
れ
た
操
作
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

本
稿
で
は
鄭
の
荘
公
の
み
取
り
上
げ
た
が
、『
会
箋
』
が
先
行
す
る
人
物
評
の
文
章
に
ど
の
よ
う
に
手
を
入
れ
て
自
ら
の
も
の
と
し
て
い
る

か
、
今
後
『
会
箋
』
全
体
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

五　

結
語

　

以
上
、
隠
公
に
お
け
る
『
纉
考
』
の
特
徴
と
、
そ
れ
を
『
会
箋
』
が
受
容
し
て
い
っ
た
過
程
の
例
を
検
討
し
た
。

　
『
纉
考
』
に
は
文
章
に
お
け
る
表
現
の
対
応
関
係
を
指
摘
す
る
注
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
『
会
箋
』
の
稿
が
進
む
中
で
徐
々
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、『
纉
考
』
に
は
登
場
人
物
の
心
理
に
立
ち
入
る
注
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
『
会
箋
』
の
稿
が
進
ん
だ
段
階
で
一
部
の
み
取

り
入
れ
ら
れ
た
。
以
上
の
二
つ
は
、『
纉
考
』
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
『
会
箋
』
の
特
徴
と
な
っ
た
例
で
あ
る
。

　
『
纉
考
』
は
鄭
の
荘
公
を
「
英
主
」
と
評
す
る
が
、
こ
れ
は
荘
公
に
対
す
る
人
物
評
と
し
て
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。『
会
箋
』
は
『
纉
考
』
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の
文
章
を
利
用
し
つ
つ
も
、『
左
伝
経
世
鈔
』
な
ど
に
前
例
の
あ
る
「
姦
（
奸
）」
と
い
う
評
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
は
竹
添
が
、『
纉
考
』
で

は
な
く
よ
り
広
く
行
わ
れ
て
い
る
評
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
刊
行
会
編
『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
三
巻
（
葦
書
房
、
一
九
七
八
年
）
三
頁
～
五
頁
。

（
２
）　

三
迫
初
男
博
士
古
稀
記
念
論
攷
刊
行
会
編
『
漢
語
漢
文
の
世
界
Ⅱ
』（
渓
水
社
、
一
九
八
四
年
）
七
十
頁
～
八
十
八
頁
。

（
３
）　
『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
一
巻
に
収
録
。

（
４
）　

東
方
書
店
編
『
東
方
』
五
十
八
号
、
一
九
八
六
年　

二
頁
～
五
頁
。

（
５
）　

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編
『
斯
道
文
庫
論
集
』
十
六
号
、
一
九
七
九
年　

一
頁
～
百
二
十
四
頁
。

（
６
）　

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編
、
一
九
九
七
年
。

（
７
）　

全
集
本
は
読
み
に
く
い
の
で
、
大
正
六
年
影
印
本
の
複
写
を
用
い
た
。

（
８
）　

松
方
以
外
に
可
能
性
が
あ
る
人
物
と
し
て
、
諸
橋
轍
次
氏
が
い
る
。
諸
橋
氏
の
旧
蔵
書
を
収
め
る
東
京
都
立
図
書
館
諸
橋
文
庫
に
も
『
会
箋
』
稿
本
が
一
種
あ

り
、
静
嘉
堂
文
庫
の
稿
本
も
あ
る
い
は
同
氏
の
手
を
経
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
諸
橋
文
庫
の
も
の
を
含
め
た
五
種
の
稿
本
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
よ
り
詳

細
に
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
９
）　

斯
文
会
編
『
斯
文
』
第
十
四
号
、
一
九
五
六
年　

四
十
頁
～
五
十
頁
。
の
ち
、
上
野
賢
知
『
春
秋
左
氏
伝
雑
考
』（
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
五
九
年
）

百
十
四
頁
～
百
二
十
八
頁
。

（
10
）　

上
野
氏
は
『
溯
源
』
書
き
込
み
の
段
階
で
ま
だ
左
伝
集
説
を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
溯
源
』
も
完
全
な
も
の
で
は
な
く
先
行
注
釈
の
指
摘
漏
れ
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
左
伝
集
説
で
名
を
明
記
し
て
抜
き
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
注
が
、『
溯
源
』
で
指
摘
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

（
11
）　

慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
十
巻
、
二
〇
〇
三
年　

百
七
十
五
頁
～
二
百
三
頁
。

（
12
）　

北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。

（
13
）　

岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
。

（
14
）　

何
新
文
『《
左
伝
》
人
物
論
稿
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
百
四
十
二
頁
以
下
。
何
氏
自
身
は
、『
左
伝
』
の
作
者
そ
の
も
の
は
荘
公
に
対

し
て
肯
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕
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本
稿
執
筆
の
た
め
の
文
献
調
査
に
当
た
り
、
無
窮
会
な
ら
び
に
静
嘉
堂
文
庫
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・『
左
氏
会
箋
』　

・『
左
伝
纉
考
』　

・
竹
添
進
一
郎　

・
亀
井
昭
陽　

・
稿
本
研
究


